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現在はインターネット、SNSなどあらゆるところに情
報があふれています。また大学生になれば、自分から
も情報を得ることが可能です。大学生には情報を自ら
整理して判断することや考えること、アウトプットす
ることが求められます。大学を卒業したあと社会に出
てからもそのようなことの連続です。まずは大学生の
ときから、情報を収集、整理、自分で思考することが
できるように、その基礎を身につけることが必要です。
そのエッセンスを示しているのが『思考の整理学』で
す。
私は大学生のときに見つけて、読みました。そのあと、
数年してからまた読んでみました。新しい発見もあり
ました。また大学院生になってからも、とあることか
ら懐かしく読みました。その本から得て続けているこ
とは、ノートを持ち歩き、メモや研究の内容を整理し
たりしていることです。優れた情報端末やアプリが増
えて手軽に使える時代であるけれども、ノートを使い、
メモや思考を整理することも大事なことと思います。
一度読んで、時間がたってからまた読む。数年後、ふ
と読んでみると新しいことが発見できて参考になる本
です。あくまで『思考の整理学』に書かれているのは
参考にすることです。その内容を参考に、皆さんなり
の整理、思考につなげる方法を見つけてください。
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